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第 1 章では先行研究のレビューを行っている。そこでは、紀元前 500 年代の孔子やヘロ
ドトスに遡り現代に至るまでの研究を極めて簡潔にしかも正確に整理してある。それによ
って、後続研究者にとって極めて有用な章となっている。 
第 2 章でリーダーの優劣の基準は文化依存であるという仮説を提示している。先ず Tylo
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子短期大学紀要』第 21 号、pp.103-112、高畑哲男（2006）「化粧品英文広告の特徴 ―コ
ーパスによるアプローチ―」『異文化研究』第 4 巻、pp.101-123 などの一連の研究を実施
してきた。本学位請求論文は、これらの研究成果を踏まえ、文化とリーダーシップに関す
る論文として纏められたものである。 
それでも、本学位請求論文のタイトル「リーダーシップは文化を超えるか」は、非常に
壮大であり、再考の余地があると思われる。本学位請求論文では、日本とアメリカの代表
的な経営者である松下幸之助とジャック・ウェルチの使用語彙を分析し、日本とアメリカ
で求められるリーダーシップの違いについて言及しているので、研究対象に合わせる形で
タイトルを変更すべきである。そして、母親の影響が強いといわれているジャック・ウェ
ルチと家庭の事情故に苦労を重ねた松下幸之助というある意味 specific な二人の経営者の
使用語彙の比較でリーダーシップに対する文化の影響を論じることには説明が不十分な部
分が残されている。さらに、本論文の表現の中で、「論文」と「評論」が明確に峻別できて
いない箇所、誤字、文献表記の不統一等、細部には修正必要箇所が散見される。審査委員
からの詳細なコメントとともに添削が行なわれているので、それらに基づき精緻な修正を
した上で、論文最終版を完成させることが必要である。 
それでも、紀元前 4～6 世紀頃から盛んであったリーダーシップに関する無数に近い研
究の中で、請求者の言語学の視点でアプローチした研究は皆無と言って間違いない。研究
アプローチのユニークさだけでも、博士号学位申請論文としての資格は十分あると言える
が、請求者は、そのユニークなアプローチにより二人の世界的に評価されているリーダー
を緻密に分析した結果、「良いリーダーシップ」は「文化」に依存するという仮説の検証を
完結させている。 
請求者の論文は、研究アプローチのユニークさに加え、論文の構成および内容、そしてその
結論の説得力からも博士学位請求論文として十分にその要件を充足している。これらの結
果を総合的に評価し、更なる分析・検討を要する項目もいくつか残されているが、本学位請
求論文は作新学院大学学位規定第２条による博士（経営学）の学位に相応しい内容をもつも
のと判定する。 
